
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

高松市家庭教育支援チーム 

 （呼称：NPO 法人親の育ちサポートかがわ） 

 

②活動拠点 香川県高松市 

③活動範囲 香川県内全域～全国 

④組織体制 

 

  １０ 人 

トリプル P 認定ファシリテータ―7 人（うち小児科専門医 1 人、スクールソー

シャルワーカー1 人、保健師 1 人、子ども園園長 1 人、大学教員１人、その

他 7 人）、ペアレントメンター1 人、ABA 講師１人、公認心理師１人 

 

⑤活動開始年度 2017 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

鈴木裕美 

（TEL）087-891-2465   （E-mail）oyasapo_kagawa@yahoo.co.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（オンラインによる保護者および子育て支援者に届ける支援） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

●子育てに関する講演 

●トリプル P 前向き子育てプログラム 



●オンライン子育てチャットルームとおやさぽチャンネル（YouTube） 

●小中学生のためのフリースペース＠三木町 

●無料子育て相談＠フリースペース 

●あすなろ文庫＠白山文化センターで本の無料貸し出し 

●子育てリーフレット作成、配布 

●ハイスクールプロジェクト冊子配布 

●居場所ミーティング（Zoom と YouTube 配信） 

●不登校の子どもと親のための情報誌（ユニパスバンク不登校編）作成 

●子育てに関する情報提供（情報誌やホームページ） 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

●子育てに関する講演：年に 50 回程度（参加者 2,000 人程度） 

●トリプル P 前向き子育てプログラム：年に 2～3 回実施（参加者 10 名/回） 

●オンライン子育てチャットルーム：隔月 1 回 Zoom で実施（参加者のべ 145

名/年）し、セミナーを録画収録し、YouTube 配信 

●小中学生のためのフリースペース＠三木町 

毎週火・木曜日 13～15 時（参加者のべ 500 名/年） 

●無料子育て相談＠フリースペース 保護者のべ 50 名/年 

●あすなろ文庫：約 300 冊の蔵書あり。白山文化センターとメタライブラリー

で保管し、無料貸し出ししている。 

●子育てリーフレット作成：健診時や対面活動時に年 3,000 部を配布 

●ハイスクールプロジェクト冊子配布：2021 年 10 月より 3500 部を配布 

●３か月ごとに居場所ミーティング実施、毎回 20～30 名の参加 

●ユニパスバンク不登校編 4000 部発行 

●子育てに関する情報を週 1 回程度ホームページにアップしている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （香川県NPO 基金、三木町補助事業である「健やかあすなろプロジェクト」として活動実施） 

 


